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小松教育事務所では，平成３１年度から，「目標達成にこだわった授業実践」を掲げ，先生方とともに
授業改善を進めてきました。その結果，適切な目標の設定や目標を達成した子供の具体の姿の想定など，
成果が見られました。
令和４年度も，目標達成にこだわっていきます。ただし，主語は子供です。子供自身が目標達成しなく

ては意味がありません。
自ら問いを持ち，課題解決に向けて試行錯誤しながら，付けたい力が付いて達成感を味わう授業へと

ステージアップしていきましょう。

子供が目標達成する授業，子供が主役の授業へ
～めざす３つの子供の姿の実現～

育成すべき

資質・能力

他者との交流を通し，
自分の考えを広げ深める姿

○○さんと比べると

なぜそう考えたの？
つまり･･･なんだね
考えが変わった！

付けたい力が付き，
達成感をもつ姿

わかった！
こうやったからできた
こんな力が付いた
次はこんなこと考えたい

子供が目標達成！

教材で何を学ぶか
適切な目標の設定

何が身に付いたか
評価・改善の繰り返し

授業（単元・題材）計画

授業（単元・題材）後

令和４年度の重点

指導改善資料㉓ 小松教育事務所
令和４年２月２２日版

「教師が教え込む」から「子供が学ぶ」授業
「教師の声が響く」から「子供の声が響く」授業

管内全ての学校で
めざします！
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